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臨床外科
あとがき
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　最近は国内，国際学会の数も増え，以前は年末年始などは学会開催はなかったが，今では時期にお
構いもなく開催される．11 月の初旬にローマで国際センチネルリンパ節学会が開催されたが，何と会
長は 94 歳，乳腺外科医と同時に元イタリア厚生大臣の B 教授であった．前回は 2 年前に私が会長とし
て横浜で開催したが，気合を入れて準備をしたわれわれの学会に比べて，今回の学会は規模や内容を
とってみても多少愕然とした面もあった．理事会で次々回の会長として指名を受けたが，自分はすで
に一度やっているし年齢的にも問題があるのでとお断りしたところ，前回会長で本会の大御所， 76 歳
の M 教授に，「何を言っている．B 教授を見てみなさい．あなたはつぎの人生の始まりの年齢だ」と一
蹴されてしまった．2 人の大御所がいる間は，この学会では私は永久に子ども扱いなのかと感じさせら
れた．また，イタリアの教授連がいとも簡単に学会をキャンセルすることにも驚かされた．
　さて，11 月下旬には国際消化器外科学会が開催された．開催前日になってもプログラムの変更が E－
mail で送信されてきて，几帳面な日本人はてんやわんやである．案の定，前日の理事会では開会式の
プログラムも明らかではなく，すべてが fuzzy である．会長招宴の場所も明らかでなく，分かったのは
集合時間のみで，指定の場所に行ってみたらバスも来ていない．学会の会長招宴で初めて President と 
Secretary General の区別が分かる始末で，いつも理事会に出ていたのは Secretary General であったこ
とが判明した．名前が Basso と Basolini と似ていたことが混乱の理由であったのかもしれない．しかし，
これらの様々なミステイクにめげることもなく，笑顔で明るくもてなし続けるイタリア人のスタッフ．
これも国民性の違いか．
　本学会の Council Member は米国，中国，日本などで構成されているが，最後の理事会では Secretary 
General の未完成な誠意とイタリア人独特の笑顔に敬意を表し，次期北京での President として推薦し，
一件落着した．だが，本学会でもイタリア人の司会，演者のキャンセルが続出した．あるイタリア人
の司会は，日本の製薬会社主催のランチョンセミナーに 15 分遅れで到着するも一言「交通渋滞のため」
と述べるにとどまり，その後しっかりと司会を務めた．利益相反に引っかからないのだろうか？
　万事すべてがイタリア式の学会運営に振り回された年末であったが，イタリアの先生に司会講演を
依頼するときはインフォームド・コンセントをしっかりとり，学会安全対策をしなければならないの
かなと思った次第である．
 （北島政樹）
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